
杭の設計で主要なパラメーターとなる地盤反力係数は、N値との関係式から簡便に評価されます。しかし、この評

価式は、地震時の建屋慣性力や地盤強制変形による杭近傍地盤の局所的な非線形性を適切に評価しているとは限り

ません。

一方、阪神・淡路大震災では、多くの杭基礎構造物に被害が生じ、杭の耐震設計の重要性が再確認されました。ま

た、性能設計への移行に伴い、大変形までの地盤-杭-上部構造物の非線形相互作用を適切に評価する解析手法の確

立が望まれています。

杭近傍地盤の局所的非線形性を考慮した3次元FEM 解析手法の開発に関する研究を行っています。

模型杭による杭頭水平静加力実験とその3次元FEM 解析を行い、解析精度の検証を行うとともに、杭周辺地盤の

非線形変形挙動について詳細な検討を行いました。実験では、杭間距離を十分離して2本の杭を設置しましたが、

載荷方向前側杭の応力が後側の杭と比べて大きくなる傾向が確認されました。これは、模型作成時に生じた地盤の

緩い部分が締め固まった結果と考えられます。3次元FEM解析では、低拘束圧下における地盤および杭近傍地盤の

局所的非線形性を適切に考慮することにより、緩みの影響がなくなった載荷方向前側杭の変形や応力状態を地中部

まで精度良く再現することができました。
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